磁気共鳴画像（MRI）装置の運用について
1．装置の利用目的
1）金沢大学医薬保健研究域附属健康増進科学センター（以下｢センター｣という）の事業｢地域連携による健康増進科学の展開｣を目的として利用する．
2）人，ファントム，実験動物などを撮像対象とする． 

3）研究と教育のために利用し，診療に利用しない．
2．装置の維持管理
1）本装置は，センター健康モニタリング部門長（以下｢管理者｣という）が維持管理を行う．
3．装置の利用

1）本装置の利用手順は次のとおりとする．下線を申請者が行い，括弧内をセンターが行う．
　　　利用申請　→【審査・利用許可・利用予約】→　利用 → 成果報告
　　2）上記の利用申請から成果報告までの詳細については4及び5のとおりとする．利用に関する問い合わせ先は次のとおりである．

・MRI管理者：nohno@staff.kanazawa-u.ac.jp，電話 076-265-2699 or 2522（随時）

4．装置の利用申請

1）本装置の利用申請は，金沢大学の①教職員と②大学院生，③当センター長又は管理者が利用申請を認めた者（以下｢利用者｣という）ができる．
2）本装置の利用申請に当たっては，あらかじめ金沢大学医学倫理委員会の承認を得ることや金沢大学動物実験規程に則った手続きを行うことなど，研究遂行上の必要事項を完了しておくこと．
尚，本装置が設置されている部屋（MRI室：保健学系3号館1階3106室）は，飼養保管施設外実験室として申請している．

3）利用者は，事前にMRI装置利用申請書（以下｢利用申請書｣という）をセンターに提出する．
利用申請書は，センターホームページhttp://www.well-pro.jp/の｢MRIの利用について｣（http://www.well-pro.jp/database/pages/mri.html）からダウンロードし，必要事項を記入の上，Eメールに添付してMRI室宛てに送付すること．

4）センターにおいて利用申請書を審査した後，採否の結果が申請者に送付される．特に臨床実習や学生実験で毎週使用する場合は，十分に余裕を持って申請すること．
5．装置の利用予約から成果報告まで
1）利用申請書が採択された場合は，希望日時を管理者等が予約を行う．この場合，保健学系教員のみ，アカンサスポータル上で予約を確認できる．
2）本装置の操作は，管理者等に依頼するか申請者自身で行う．操作を依頼する場合は事前に管理者等と十分打ち合わせを行うとともに，利用時には立ち会わなければならない．一方，申請者自身で装置を操作する場合は，MRIの知識が十分であると同時に本装置に習熟していなければならない．また，MRI室の鍵を事前に管理者等に借りておき，使用後は施錠して速やかに返却する． 
3）利用は原則として9：00〜17:00とし，連続して3時間を越えないこと． 

4）装置の周囲は絶えず高い磁場が発生しているため，検査室内に磁性体を持ち込まないこと．必ず備え付けのMRIチェックシートを使用して，撮像対象者に対して必要事項を確認しなければならない．同行者又は見学者等が検査室に入室する際も同様とする．
5）MRI室に入室する際は，スリッパに履き替えること．特に検査室内を汚した場合には直ちに清掃すること．ただし掃除機の使用は厳禁であり，雑巾でホコリや汚れを除くこと．
6）装置利用中にトラブルが生じた場合は，MRI室電話機横の電話番号表中の番号（黄色マーカ）に電話すること．
7）装置利用後は必ず清掃を行って初期状態に戻すこと．動物実験においては特に衛生状態に配慮し，逸走防止等の必要な処置を行うこと．
8）装置内の画像データは適宜削除するので，記憶媒体に保存して利用者が管理すること．

9）本装置以外で利用上必要になる物品は，原則として使用者が事前に用意する．

10）利用者の重大な過失による故障の修理費は，当該利用者が負担しなければならない．
11）施設内で遺伝子組換や感染の実験を行わないこと．また危険物質を取り扱わないこと．
12）本装置を研究として利用する場合は，年度末に成果報告をEメールで行わなければならない．
